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研究成果の概要（和文）：本研究では「子どもの体力向上実践事業」地域の学校における簡便な筋力トレーニングを中
心とした運動実践プログラム（子ども貯筋）による子どものQOLへの影響を明らかにすることを目的としている．調査
は鹿児島県W町４つの小学校の児童を介入群（n=186）と対照群（n=55）に分け，その子ども及び保護者を対象とした．
介入群に対して 2011年と2012年の9月～11月（3ヶ月間）にかけて，学校で簡便な自重型運動プログラムを始業前に毎
日実施し，運動介入前後に所定の質問紙によるQOL調査（PedsQLTM）を実施した．介入前後でQOLの変化は，介入群の子
どもと保護者の評価では有意な改善効果がみられた．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the effect on the QOL using the Japanese 
version of PedsQLTM through examining the intervention of a physical activity program for children as resi
stance training. In this study, an informed-consent survey for the parents and 241 elementary school boys 
and girls in W-cho, Kagoshima, Japan was conducted between September and November 2011 and 2012. The Gener
ic Core Scales consisting of 23 items of PedsQLTM were divided into four major functioning scales: Physica
l, Emotional, Social and School. The PedsQLTM was measured for the children and their parents in both the 
pre- and post-resistance training program. The results of the program showed an overall increase in the me
an score of the core scale of PedsQLTM. In particular, the mean Physical Health Summary Score for both chi
ldren and parents and the Psychological Health Summary Score from parents significantly increased in the p
ost-training program.
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１．研究開始当初の背景 
 
わが国においては 1985 年から今日まで続
く子どもの体力低下問題が深刻化しており，
将来を担う子どもの体力を向上していくこ
とが重要な課題となっている． このことは
将来的にも肥満や体重過多のような生活習
慣病を招く原因となることが懸念されてい
る．如何に現代の子どもに運動・スポーツの
楽しみ体験の機会を提供し，参加継続意欲を
高めるかが大きな課題であることは言うま
でもない．子どもの運動奨励や健康づくりに
関する問題は，ヨーロッパ先進国をはじめ，
多くの国々で重要視されている．    
子ども時代の運動・スポーツ経験とその後
のライフステージへのスポーツ活動の継続
性に与える影響については，（Oric：1974，
McPherson, et al：1980）が指摘するように，
「スポーツに対してネガティブな感情を持
った子どもたちは,たとえ勝利に関係ないレ
クリエーション的な活動においても,スポー
ツを敬遠するようになる」など，子ども時代
の運動体験や指導の良し悪しが重要な条件
となってくる． 
文部科学省では，2002 年 9 月の中央教育
審議会答申「子どもの体力向上のための総合
的な方策について」を受けて 2004 年から
2006 年までの 3 年間に「子どもの体力向上
実践事業」を全国 42 地域で展開してきた．
これは，前述した子どもの体力・運動能力低
下減少の改善のためのモデル方策であり，外
遊びの奨励も含めた運動・スポーツプロモー
ションを実施してきた．そうした取組では，
子どもの体力向上が見られた他，親側の体
力・運動能力への理解が深まるなど多くの実
践成果を得ていた．（文部科学省,2007） 
本研究では子どもの体力向上に視点をあ
て，これまでの成果評価にみられた体力面で
の評価から運動実践の継続性から子どもの
運動実践による「楽しさ」や「健康感」を中
心としたトータルな社会心理学的評価とし
てのＱＯＬ評価に着目した．また，運動実践
を簡便性に優れた自重型筋力トレーニング
を学校で実践することの有効性の検証も本
研究の重要なテーマとしてある． 
 
 
２．研究の目的 

 
本研究では「子どもの体力向上実践事業」
実施地域の学校における簡便な筋力トレー
ニングを中心とした運動実践プログラム（子
ども貯筋運動）による子どもの QOL への影
響を明らかにすることを目的としている． 
 
 
 
 
 
 

３．研究の方法 
 
本研究では，「子どもの体力向上実践事業」
が実施されていた鹿児島県 W 小学校，O 小学
校，K 小学校を介入群対象校として，E 小学
校を対照群対象校とし，子ども（241 名）及
びその保護者（241 名）を対象とした．介入
群は 186 名，対照群は 55 名である． 
介入群の小学校 4年生から 6年生合計 186名
に対して， 2011 年と 2012 年の 9 月からと
11 月（3ヶ月間）にかけて，毎朝学校の始業
前に簡便な自重型トレーニングプログラム
を週 5日実施し，運動介入前後に体力測定と
ともに，所定の質問紙による QOL 調査を実施
した．対照群については，2012 年の 9 月と
11 月の介入群と同様の測定・調査のみを実施
した．子どもの QOL 評価指標は Varni らが開
発したPedsQLTM （Pediatric Quality of Life 
Inventory ） の Kobayashi and Kamibeppu
（2010）の日本語版を利用した．子どもと保
護者には，事前に学校側からインフォーム
ド・コンセントを実施した．また，子どもの
運動介入前後での身体活動量測定にはスズ
ケン社製のライフコーダーを用い，起床時か
ら就寝時まで，水中運動などで装着できない
ときを除いて，ライフコーダーのサイズにあ
った布製の袋に挿入し，専用のベルトに縫い
付け装着する方法を用いた．また，記入式の
日常生活時間調査，質問紙はそれぞれ小学校
の体育館で説明を行い，自宅に持ち帰り本人
が記入，翌日直接回収を行った． 
 
PedsQLTM の概要 
 PedsQLTM のコアスケールの調査項目は，
内容的に身体機能，感情機能，社会機能，学
校機能に子どもの行動を評価する調査項目
が合計 23 項目用意され，また，身体機能項
目の合算平均得点は身体的サマリー得点に，
また，感情・社会・学校機能に関する得点の
合算平均得点は心理社会的サマリー得点に，
全項目の合算平均得点は総合得点として評
価対象となっている．今回使用した調査用紙
は 8-13 歳用の子ども用と保護者用を使用し
た． 
 それぞれ調査項目は以下の内容であるが，
子どもの場合は，それぞれの内容に対して
「全然大変でない」から「とても大変」まで
を0-4点までのリッカートタイプの尺度で評
価させ，保護者は自分の子どもの同様の内容
のそれぞれを問題があることが「全然ない」
から「ほとんどいつも」までを 0-4 点のリッ
カートタイプ尺度で評価するようになって
いる．また，それらは，決められた得点化に
よって100点満点で計算するようになってい
る． 
 
 
 
 
 



４．研究成果 
 
学校での子どもの運動介入とQOLとの関連
について検討してきた．毎朝 4分程度の学校
を上げての取り組みの結果，子どもの日常的
な QOL の改善がなされた． 
 PedsQL の結果からは、子ども自身の評価で．
介入群において「100 メートルいじょう歩く
のがむずかしい」，「走るのがむずかしい」，
「スポーツやうんどうをするのがむずかし
い」，「学校のべんきょうについていくのがむ
ずかしい」などの項目において介下位尺度得
点およびサマリー得点でみてみると，「身体
サマリー得点（Pre：90.2，Post：92.4）」に
おいてのみ有意な肯定的改善評価がみられ
た．子どもの身体機能への評価で改善がみら
れた． 
 保護者においては，身体機能，社会機能，
感情機能，学校機能，全て有意な改善効果が
みられた．そして，他の社会学的要因との分
析から，保護者の評価で，日常の運動・スポ
ーツ実施頻度で週あたり1-3回程度の実施群
で社会機能，学校機能及び心理社会サマリー
得点，総合得点に有意な改善効果がみられた．
また，スポーツクラブの所属・非所属におい
ては，所属群で子どもの評価では身体機能が，
保護者の評価では身体機能を除く全ての機
能，サマリー得点及び総合得点で有意な改善
効果がみられた． 
子どものQOLを規定する要因分析から子ど
もの QOL は運動・スポーツの量的な側面より
も，体育の好き嫌いや保護者の運動の奨励な
ど質的側面，環境的要因によって規定される
ことがわかる． 
以上の結果から簡便な子ども貯筋運動の
学校での日常的な実践が，子どもや保護者側
からのQOL評価の肯定的な改善効果への可能
性が示唆された． 
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